
 

 

 

令和６年度和歌山県国民保護共同訓練を実施します 

 最近の国際情勢を踏まえ、弾道ミサイルが県内に着弾した場合における、国・市

町村及び関係機関による連携要領について確認、習熟を図ることを目的とした訓練

を実施します。 

 

１ 日時・場所 

⑴ 日時 

令和６年 11 月 18 日（月） 

   第一部：総合統制室運営訓練（図上訓練） 

       午前 9 時 30 分から午前 11 時 30 分 

   第二部：国民保護対策本部会議運営訓練 

       午後１時 30 分から午後３時 00 分 

⑵ 場所 

  和歌山会場：県庁南別館２階及び３階 防災対策室 

        県庁南別館２階災害対策本部室 

田辺会場：田辺市役所オペレーションルーム 

              田辺市役所庁議室  

 

２ 主催 

  内閣官房、総務省消防庁、和歌山県、田辺市                  

 

３ 訓練参加機関 

  内閣官房、総務省消防庁、陸上自衛隊第 37 普通科連隊、自衛隊和歌山地方協力本部

和歌山海上保安部、田辺海上保安部、和歌山県、田辺市、和歌山県警察本部 

田辺警察署、和歌山市消防局、田辺市消防本部、日本赤十字社和歌山県支部 

和歌山ＤＭＡＴ 

 

４ 概要 

  別添参照 

 

 

 

和歌山県 資料提供 

令和６年11月７日 

（連絡先） 
危機管理部危機管理局災害対策課 
担 当：角口 
電 話：073-441-2262 
内 線：3333 



日 時

令和６年11月18日(月)

10:00～11:30

総合統制室運営訓練【第一部】

13:30～15:00

国民保護対策本部会議運営訓練【第二部】

場 所 和歌山県庁、田辺市役所

目 的

最近の国際情勢を踏まえ、弾道ミサイルが
県内に着弾した場合における、国・市町村及
び関係機関による連携要領について確認、習
熟を図ることを目的とした訓練を実施します。

主要訓練項目

総合統制室運営訓練（図上訓練）
〇被害情報の収集
〇負傷者等の救出救助
〇警戒区域の設定及び住民避難
〇その他県民の不安感払拭 等

国民保護対策本部会議運営訓練
〇事態認定に伴う各種手続きの共有及び検討
〇住民避難等対応方針の決定
〇本部長指示、県民に対する情報発信 等

参
加

機
関

政府機関
内閣官房、総務省消防庁、陸上自衛隊第37普
通科連隊、自衛隊和歌山地方協力本部、和歌
山海上保安部、田辺海上保安部

地方公共
団体

和歌山県、田辺市、和歌山県警察、田辺警察
署、和歌山市消防局、田辺市消防本部

指定（地
方）公共
機関等

日本赤十字社和歌山県支部、和歌山DMAT

知事等の参加 訓練第二部において、知事、田辺市長が参加

訓練方式

【第一部】
状況付与型のロールプレイング方式

【第二部】
県・田辺市をweb回線で繋ぎ双方向による
対策本部会議を開催

想定の特徴
Ｘ国から複数発の弾道ミサイルが発射され、その内１発が田辺市内
（田辺市役所旧本庁舎）に着弾したとの想定

備考
本県において過去３回国民保護訓練を実施
※弾道ミサイルの着弾を想定した図上訓練の実績なし

令和６年度和歌山県国民保護共同図上訓練概要

着弾地点
（田辺市役所旧本庁舎）


